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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、不安定な為替等による企業収益の足踏みがみられるものの、

各種政策等による緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、海外景気の下振れ等の景気を下押しするリ

スクもあり、先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

 外食業界におきましては、食材価格や人件費の上昇、為替の変動等により経営環境は一層厳しさを増しておりま

す。 

 このような環境の中で、当社グループは以下のような諸施策を推進し、業容の拡大と充実に積極的に取り組んで

まいりました。 

 新規出店につきましては、第二の主力業態であるとんかつ業態を中心に出店し、とんかつ業態17店舗、牛めし業

態５店舗、海外その他業態２店舗（国内１店舗、海外１店舗）の合計24店舗を出店いたしました。一方で、直営の

牛めし業態店11店舗、とんかつ業態３店舗につきましては撤退し、ＦＣ店１店舗につきましてはＦＣ契約を解除い

たしました。したがいまして、当第２四半期連結会計期間末の店舗数はＦＣ店を含め、1,060店舗（うちＦＣ６店

舗、海外７店舗）となりました。この業態別内訳としては、牛めし業態943店舗、とんかつ業態98店舗、鮨業態７

店舗、その他の業態12店舗となっております。 

 新規出店を除く設備投資につきましては、26店舗の改装（全面改装４店舗、一部改装22店舗）を実施した他、工

場生産設備などに投資を行ってまいりました。 

 商品販売及び販売促進策につきましては、『新生活応援プレミアムスクラッチ牛めし１杯プレゼントキャンペー

ン』『創業50周年記念３週連続キャンペーン』を実施いたしました。また、新商品として「ごろごろチキンカレ

ー」「豚バラ肉と長ネギの生姜焼定食」「ケイジャンチキン定食」「チキンと茄子のグリーンカレー」「茄子と豆

腐と粗挽き肉の四川風麻婆定食」「スタミナ肉野菜炒め」「三色丼」「チーズフォンデュハンバーグ定食」等を導

入いたしました。さらに、パソコン・スマートフォンで事前にネット注文が可能になるお弁当予約サイト「松弁ネ

ット」を開設いたしました。 

 これらの取り組みの結果、当第２四半期連結累計期間の連結ベースの業績は次のとおりとなりました。 

 まず、売上高につきましては、既存店売上が前年同期比105.0％と前年を上回ったことに加え、前年度以降の新

規出店等による売上増加分が寄与したこと等により、前年同期比6.4％増の432億40百万円となりました。 

 売上原価につきましては、食材の仕入単価変動等により、原価率が前年同期の33.7％から31.4％に改善いたしま

した。 

 販売費及び一般管理費につきましては、売上高に対する比率が前年同期の63.8％から63.7％と改善いたしまし

た。この要因は、アルバイト・パートの平均時給の増加等により、人件費の売上高に占める割合が前年同期の

34.7％から35.1％と上昇した一方、売上高の増加により、人件費以外の経費の売上高に占める割合が、前年同期の

29.1％から28.6％と改善したことによるものであります。なお、当社において重視すべき指標と認識しているＦＬ

コスト（売上原価と人件費の合計。FOODとLABORに係るコスト）の売上高比は、前年同期の68.4％から66.5％へと

改善いたしました。 

 以上の結果、営業利益は前年同期比113.0％増の21億29百万円、経常利益は前年同期比112.7％増の21億77百万

円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比288.7％増の12億44百万円となりました。 

 なお、当社グループにおいては、飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は558億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億50百万円減

少いたしました。このうち、流動資産は129億71百万円となり、現金及び預金が４億97百万円減少したこと等によ

って、前連結会計年度末に比べ3億73百万円減少いたしました。また、固定資産は428億57百万円となり、高槻物流

センター用地売却等によって、前連結会計年度末に比べ７億76百万円減少いたしました。 

 当第２四半期連結会計期間末における負債は199億84百万円となり、長期借入金の返済等によって前連結会計年

度末に比べ21億53百万円減少いたしました。 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は358億44百万円となり、利益剰余金の増加等により前連結会計年

度末に比べ10億３百万円増加となりました。自己資本比率は前連結会計年度末の61.1％から64.2％と向上しており

ます。 

（キャッシュ・フローの状況）

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

４億97百万円減少し、52億90百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は23億84百万円（前年同期は16億77百万円の収入）となりました。 

 これは「税金等調整前四半期純利益」20億57百万円や、「減価償却費及びその他の償却費」15億40百万円といっ

た資金増加要因があった一方、「法人税等の支払額」12億78百万円といった資金減少要因があったこと等によるも

のであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は８億73百万円（前年同期は10億78百万円の支出）となりました。 

 これは新規出店・既存店改装や工場生産設備等の設備投資実施による「建設仮勘定の増加及び有形固定資産の取

得による支出」16億49百万円や、「店舗賃借仮勘定、敷金及び保証金等の増加による支出」３億64百万円といった

資金減少要因があった一方、「有形固定資産の売却及び収用等による収入」９億52百万円や、「店舗賃借仮勘定、

敷金及び保証金等の減少による収入」２億３百万円といった資金増加要因があったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は19億91百万円（前年同期は８億38百万円の支出）となりました。 

 これは「短期借入れによる収入」11億28百万円といった資金増加要因があった一方、「長期借入金の返済による

支出」15億70百万円や、「短期借入金の返済による支出」10億円、「リース債務の返済による支出」２億74百万

円、「配当金の支払額」２億28百万円といった資金減少要因があったこと等によるものであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、当第２四半期の業績を勘案し、平成28年５月12日に公表いたしました平成29年３

月期の連結業績予想を変更いたしました。 

 なお、当該予想数値に関する事項は、本日（平成28年10月31日）公表の「第２四半期業績予想との差異及び通期

業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益が19,822千円増加し、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ19,850千円増加しております。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,979,594 8,482,397 

受取手形及び売掛金 527,308 510,200 

商品及び製品 302,160 341,851 

原材料及び貯蔵品 2,072,830 2,269,550 

繰延税金資産 488,408 431,461 

その他 974,910 935,900 

流動資産合計 13,345,213 12,971,362 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 13,499,718 13,633,978 

機械装置及び運搬具（純額） 1,191,384 1,174,433 

工具、器具及び備品（純額） 1,258,961 1,328,718 

リース資産（純額） 1,904,791 2,111,773 

土地 10,205,820 9,255,820 

建設仮勘定 154,588 107,655 

有形固定資産合計 28,215,263 27,612,379 

無形固定資産    

ソフトウエア 155,079 180,153 

その他 47,365 27,677 

無形固定資産合計 202,445 207,831 

投資その他の資産    

投資有価証券 66,343 66,430 

敷金及び保証金 12,458,639 12,340,781 

長期前払費用 479,248 465,571 

店舗賃借仮勘定 152,230 197,553 

繰延税金資産 1,060,524 998,222 

投資不動産（純額） 619,434 614,341 

その他 391,142 365,477 

貸倒引当金 △10,850 △10,792 

投資その他の資産合計 15,216,712 15,037,587 

固定資産合計 43,634,421 42,857,797 

資産合計 56,979,634 55,829,160 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,605,902 1,582,937 

短期借入金 29,214 143,068 

1年内返済予定の長期借入金 3,056,950 2,972,852 

未払金 3,194,823 3,050,516 

リース債務 481,959 543,607 

未払法人税等 1,457,917 951,375 

賞与引当金 932,450 856,070 

役員賞与引当金 － 658 

資産除去債務 943 697 

その他 1,204,048 1,012,457 

流動負債合計 11,964,210 11,114,241 

固定負債    

長期借入金 7,113,386 5,626,960 

役員退職慰労引当金 582,100 581,100 

リース債務 1,572,959 1,736,981 

資産除去債務 718,357 739,109 

繰延税金負債 11,890 11,711 

その他 175,169 174,118 

固定負債合計 10,173,863 8,869,980 

負債合計 22,138,073 19,984,222 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,655,932 6,655,932 

資本剰余金 6,963,144 6,963,144 

利益剰余金 21,266,380 22,281,795 

自己株式 △13,860 △14,063 

株主資本合計 34,871,597 35,886,809 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 246 307 

為替換算調整勘定 △30,282 △42,177 

その他の包括利益累計額合計 △30,036 △41,870 

純資産合計 34,841,560 35,844,938 

負債純資産合計 56,979,634 55,829,160 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 40,630,660 43,240,675 

売上原価 13,697,139 13,590,061 

売上総利益 26,933,521 29,650,613 

販売費及び一般管理費 25,933,936 27,521,154 

営業利益 999,585 2,129,458 

営業外収益    

受取利息 16,677 14,500 

受取配当金 1,215 1,215 

受取賃貸料 136,817 136,555 

その他 73,771 82,417 

営業外収益合計 228,480 234,687 

営業外費用    

支払利息 64,521 46,041 

賃貸費用 113,386 118,914 

その他 26,766 22,047 

営業外費用合計 204,674 187,002 

経常利益 1,023,391 2,177,143 

特別利益    

固定資産売却益 337 685 

受取保険金 9,744 － 

保険解約返戻金 － 6,907 

特別利益合計 10,081 7,592 

特別損失    

固定資産除却損 4,675 24,933 

店舗閉鎖損失 27,499 12,677 

固定資産売却損 336 15,585 

減損損失 208,533 48,286 

和解金 16,840 25,597 

特別損失合計 257,885 127,080 

税金等調整前四半期純利益 775,587 2,057,656 

法人税、住民税及び事業税 445,445 694,515 

法人税等調整額 10,045 119,042 

法人税等合計 455,490 813,557 

四半期純利益 320,096 1,244,098 

親会社株主に帰属する四半期純利益 320,096 1,244,098 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 320,096 1,244,098 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 199 60 

為替換算調整勘定 △10,979 △11,895 

その他の包括利益合計 △10,780 △11,834 

四半期包括利益 309,316 1,232,264 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 309,316 1,232,264 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 775,587 2,057,656 

減価償却費及びその他の償却費 1,524,198 1,540,702 

減損損失 208,533 48,286 

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,516 △76,292 

受取利息及び受取配当金 △17,892 △15,715 

支払利息 64,521 46,041 

有形固定資産除売却損益（△は益） 4,273 38,676 

店舗閉鎖損失 21,312 8,555 

建設仮勘定・店舗賃借仮勘定からの振替等調整費

用 
409,089 441,158 

売上債権の増減額（△は増加） 11,589 16,151 

たな卸資産の増減額（△は増加） 240,876 △240,157 

仕入債務の増減額（△は減少） △137,480 △21,166 

未払消費税等の増減額（△は減少） △775,790 △87,844 

その他 △35,691 △93,174 

小計 2,289,610 3,662,878 

法人税等の支払額 △612,362 △1,278,369 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,677,248 2,384,508 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

建設仮勘定の増加及び有形固定資産の取得による

支出 
△1,066,245 △1,649,581 

有形固定資産の売却及び収用等による収入 14,264 952,570 

店舗賃借仮勘定、敷金及び保証金等の増加による

支出 
△201,239 △364,284 

店舗賃借仮勘定、敷金及び保証金等の減少による

収入 
215,793 203,533 

利息及び配当金の受取額 1,664 1,449 

その他 △43,177 △17,388 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,078,938 △873,700 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 1,419,278 1,128,455 

短期借入金の返済による支出 － △1,000,000 

長期借入金の返済による支出 △1,806,554 △1,570,524 

リース債務の返済による支出 △159,879 △274,433 

自己株式の取得による支出 △217 △203 

利息の支払額 △62,933 △45,617 

配当金の支払額 △228,684 △228,683 

財務活動によるキャッシュ・フロー △838,990 △1,991,006 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,981 △16,997 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △247,662 △497,196 

現金及び現金同等物の期首残高 5,456,678 5,787,594 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,209,016 5,290,397 

 

- 9 -

㈱松屋フーズ（9887）平成29年３月期 第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成28年６月24日開催の定時株主総会において、下記の配当に関する事項を決議し、配当金の支払をい

たしました。この結果、第１四半期会計期間において、利益剰余金が228,683千円減少しております。

（決議） 
株式の種類 配当金の総額 

（千円） 
１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成28年６月24日 

定時株主総会 
普通株式 228,683 12 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金 
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